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清 流 の 辺

１０月５日（水），旧島田中学校
体育館に於いて，支部新人戦卓
球の部が開催されました。

この日のために懸命に練習してきました。前日は３年生が健闘を祈って壮行会を開きエールを
送りました。試合前の練習をみていると見ちがえるように上達してビックリしました。「これは面白い
試合になるな」と思いましたが，結果は男子団体４位，女子（小菅中合同チーム）は３位でし
た。個人戦も健闘及ばず全員が１回戦で敗退。しかし，闘志をむき出しにし諦めずに戦ったため
に簡単にすんなり負けなかった姿を見て，努力はいつか報われると確信しました。これからも練
習に励み，練習で学んだことを発揮すれば相手と対等に戦えることを肝に銘じて取り組んで欲し
いです。そして，応援に来てくださった教育長さんや保護者の皆さんへの感謝の気持ちを忘れな
いでください。

９月２０日（火）６校時，
今年度２回目の地域の
方から学ぶ道徳を行いま
した。講師は救急救命士

の舩木正之氏。昨年度・今年度のＰＴＡ会長を務めてくださっていま
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す。中学生の頃にどのような遊びをし，進路をどのように考えていたか，また丹波山村の良さや
丹波山村で働くことの意義など，生徒たちがこれから進路を考えていく上で参考になるお話をた
くさんしていただきました。ありがとうございました。

後期学級役員，決定

後期学級役員が決まり任命式を行いました。それぞれの学年目標達成に向けて今以上に
学級が向上し学校へいくことが楽しみになるような計画・実践をめざして欲しいです。

１ 年 ２ 年 ３ 年

委員長 守屋 瑠唯 長谷川洋美 嶋﨑 龍弥

副委員長 芦澤 優希 近藤 友香 岡部 晃也

６月１８日（土），舞茸の伏せ込み作業を舞茸組合
の方４名の方の協力の下行い，約４ヶ月が経ちました。
学校農園を見てみると，立派な舞茸が出ていました。そ

こで，９月下旬に４回にわたり収穫し，家庭科の調理実習に活用しました。香りの良い丹波山村
の特産である舞茸をおいしくいただきました。

この本は，私が小学校４年生の時に，担任の先生が朝の会と帰りの会の中で読み聞かせを
してくれた本の１冊です。今までいろいろな本に出会ってきましたが，中でも一番印象深く忘れら
れない１冊となっています。
作者の夫がある日，三姉妹のいる家庭にお土産を持って帰ってくる。それは一匹のサル。

そのサルは両手，両足がない・・・
人間の出した公害の犠牲になって，生まれつき障害を負って生まれてきたサルで，永くは生き

られないだろうと言われていた。そのサルに「大五郎」という名前をつけて，家族みんなで愛情を
いっぱい注いで生活する。その大五郎の成長日記。大五郎は手も足もないけれど，大谷家の
人たちの愛情を一身に受けていたずら好きなかわいくお茶目なサルに成長していく。しかし，大
五郎はある日突然，肺炎を起こし死んでしまう。大五郎は手も足もなく生まれてきたこの世では，
自由に動くことができなかったけれど，きっと今，空のかなたで「天使の羽」をつけて，思うままに
飛び回っているのだと，作者は思う。
この本のテーマは，人と動物との愛情，そして奇形ザルを生み出した公害の恐ろしさについ

て。
大五郎が死んでしまうところを先生が読んでくれたとき，クラスのみんなが涙したことを思い出し

ます。 （文責：廣瀬清美先生）


